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Ⅰ* 液体ヘ リウムの実験のレビュー (1)
- 液体Heの2,3の トピックスと問題点-








§2. 素 励 起
素励起に関連 した研究のポイントは,
(1) 分散曲線の構造 一般に,He3 -He4 全系での分散曲線の構造
(2) Lowerbranchの形状
ー フォノンの分散 :γ(T,P,x3)
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TEM PERATURE(KELV fN )
(a)
3.0









(2) al∝ a'1が T≧0.3ok では破れる｡ (第3図 )
(3) 音速 ulの周波数依存性がやはり上記の取扱いからの予測に合わない｡(第4図)
(4) 圧力下での α1(T,a))に異常な shouklerが出る(第 5図 )4)
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生嶋 明










明らかに矛盾 してお り,この辺を救 う考え方
もその後いくっか出されてはいるが,現状は
やはりかな り混乱 しているように見える｡ こ
こはやはり直接的な実験でγを出すことが先
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最後に,第4音波でrotonのパラメーターを定めた実験8)を紹介 しよう｡ 第 4音波
の音速は,低周波領域で,








































(3) Tricriticalpoint近傍の問題 (静的及び動的 )｡
であろう｡
まず,気相液相転移を見ると,He4ではT<Tcでα+♂(8+1)の値を測定誤差
の上限までとっても1.89にしかならないことが甚だ奇妙で9), これ はやは り各臨 界指
















IO-･■ lO･) 1012 10-I
tT-TtI ●K
? ? ? ? ? ? ? ?





























Aul … u1- ul(i)∝i
Cp
となる筈である｡ T<Tlでの振舞い (第11図(b))は, 必ずしも満足 していない｡
比熱ではこの他圧力下でのHe4のCp/Cvの測定 (第12図 )13)及びHe3-He4のス点
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面原子の "skating〝 という考え方が出されている｡ これより若干厚い嘆で熱を温度
の関数として測定し,その極大を与える温度 (=ラムダ点 )と超流動 onsetの温度とを
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液体Heの実験 (Review)(1) 生 嶋 氏 (東大物性研 )
◎素励起に関する質疑応答
(坐嶋氏 )第一音波の吸収係数 α1の圧力 ･温度依存性に関する J'a'ckleetal.の理論
('71)は,r<0(Ep-CP･(11γP2))が, その基礎になっているが,比熱の実験
(phillipsetal.('70)(低圧側でr<0,高圧になるとr>0)とは相入れないよう
に思う｡
(鈴木氏 )両者の実験とも, γの符号の変わる前後の圧力下でのデータがないから,こ
れらの結果だけからは,必ずしも,矛盾していると言えない｡
(坐嶋氏 )やはり,音速の波数依存性を測定するのが,最も直接的であろう｡◎臨界現象に関する質疑応答
(坐嶋氏 )HeⅡ(T<Tl)相で,Tlに近づくと,むしろ,PippardRelation(Awl
∝1/Cp)からづれるのだが?
(高水氏 )PippardRelationは,Tl近傍での singularpartについての関係式の筈
で,むしろ,Cpの発散がより強い側 (T<Tl)で成立しないのは不思議に思える｡
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